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　社会情勢の変化に伴い、住民のつながりは弱体化し、社会的孤立や複合的な課題も顕在
化してきております。
　地域共生社会の実現に向け、地域の複雑化・複合化した支援ニーズに対応するため、介
護・障がい、子ども、子育て、生活困窮など各支援機関との連携と支援にあたる職員へのスキ
ルが求められています。
　また、飯塚市社協では、「誰もが安心して暮らせる地域づくり」を推進していくため、地区（校
区）社協、自治会をはじめとする地元関係者や民生委員・児童委員、福祉委員と連携して、地
域を基盤として解決につなげる支援やその仕組みづくりに取組んでまいります。

　市民のみなさんからの賛助会費や寄付金、赤い羽根共同募金の
配分金を財源として地域福祉活動を推進しています。

①お互いを大切にし合うひとづくり
②支え合う地域づくり
③つながるしくみづくり

令和7年度 社会福祉法人 飯塚市社会福祉協議会

基 本 方 針

基本目標

令和7年度 法人全体収入支出予算

9億1,158万円

人件費
59.4%

5億4,149万円
事務費
11.3%

1億324万円

次年度繰越金
13.3%

1億2,092万円

事業費
10.5%
9,599万円

積立預金等
その他の支出 2.7%
2,440万円

助成金 2.8%
2,554万円

介護保険
事業収入
44.5%

4億564万円

前年度繰越金
15.1%

1億3,730万円

障害福祉
サービス等
事業収入
10.3%
9,458万円

受託金
（市・県）
14.7%

1億3,365万円飯塚市補助金 6.1%
5,500万円

積立預金
取崩収入 2.4%
2,223万円

寄付金等
その他の収入
2.6%

2,392万円

筑穂保健福祉
総合センター
管理運営補助金

2.4%
2,138万円

共同募金配分金収入
1.4%

1,329万円 事業収入 0.5%
459万円

支出収入
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令和7年度

ボランティア活動の支援

・福祉体験や総合学習の支援
・社協だよりやホームページに
 よる情報の提供
・みんなの健幸・福祉のつどい
・認知症サポーター
 の養成

福祉教育の推進や福祉の啓発

・福岡県共同募金会飯塚市支会との連携
・街頭募金、法人募金、職域募金など

共同募金運動の協力

・市内の社会福祉法人（25法人）の有志が地域
の福祉課題の解決に向けて、相互に連携、協働
し、解決課題に対するため、本会が事務局として
活動支援を行います。

【令和6年度活動実績】
・防災運動会の参加支援
・市内小・中学校福祉体験学習の協力
・ライフレスキュー事業連絡会
・近隣市町との災害訓練合同研修会

社会福祉法人の地域公益活動の
取り組み

・心配ごと相談事業
・権利擁護センター
　日常生活自立支援事業、法人後見事業
・生活福祉資金の受付
・重層的支援体制整備事業
・ライフレスキュー事業
・筑豊地区福祉人材バンク事業
・車いす、松葉杖の貸出し事業
・陶芸教室

高齢者・障がい児者・児童の
福祉サービス事業

・筑穂保健福祉総合センター
・有料広告
 （公用車輛広告、社協だより広告）
・飯塚市小型自動車競走場（オートレース）
　自動販売機設置事業

施設管理や収益事業

地域生活支援に係る
総合的な事業の推進

・ボランティア団体の活動支援
・災害時におけるボランティア活動の
 支援体制整備
・ボランティア養成講座の開講
・特技ボランティアの登録
・ボランティア保険の受付

・地域福祉関係団体との連携
・福祉委員活動の推進、高齢者の見守り活動
・生活支援体制整備事業
　第1層協議体、第2層協議体活動
　生活支援サポーター養成講座
　社会資源調査・介護予防講師派遣
・ふれあい・いきいきサロンの活動支援
・子育てひろば、おやっとこっと
・こどもの居場所づくり推進事業

小地域福祉活動の推進

・ホームヘルプサービス
・ヤングケアラー訪問支援事業
・デイサービス
・ケアプランサービス
・認定調査事業（要介護・障害支援区分）
・特別養護老人ホーム　筑穂桜の園
・筑穂地域包括支援センターの運営
・穂波東地域包括支援センターの運営

事 業 計 画
1

3
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7
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福祉委員とは
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令和７年４月に福祉委員の一斉改選を実施しました。
市内で554名の福祉委員の皆さんが活動されています。
市内で活動している福祉委員の役割と活動について
ご紹介します。

福祉委員とは、地域における福祉活動推進員です。
飯塚市社会福祉協議会が実施する地域福祉事業のひとつとして位置付けており、高齢者の見守り
活動を中心に、地域の実情に応じて様々な活動をおこなっています。

任期と配置の目安

福祉委員の任期は3年です。
自治会長と民生委員・児童委員の推薦によ
り、飯塚市社会福祉協議会会長の委嘱を受
けて活動します。
原則、75歳以上のおおむね50帯に1人を目
安に推薦をお願いしています。

福祉委員研修会を開催
福祉委員への研修会を年に２回、地区ごとに
開催しています。

福祉委員の役割

① 見つける
　　福祉委員活動をする中で地域にある課
　　題や困っている人を把握します。

② 知らせる
　　地域の課題や困っている人と出会った
　　ら、担当の民生委員や自治会長へ知ら
　　せます。

③ 繋がる
　　いきいきサロンや見守り活動の中で地
　　域の住民同士の繋がりを作ります。

福祉委員の役割と活動について

【問合せ先】 飯塚市社会福祉協議会　地域課　☎0948-23-2210



飯塚市社協だより　2025.6.1  No.595

　点字図書とは、視覚にハンディキャップがある方のために作成された「指
先で読む本」です。点訳ボランティアサークル「キャンドル」では、様々な本を
点字図書に変え、本を楽しんでもらえるよう活動しています。
　点字図書を利用されたい方は是非お気軽にご連絡ください。

　子育て中のお母様とそのお子様（主に未就学児）が集まりみんなでおしゃべりを楽しんでいます。時に
は、お楽しみタイムを作ってお母様の息抜きの時間や、お子様の成長記録の制作をすることもあります。
妊婦さんの参加もOKです。

【問合せ先】飯塚市社会福祉協議会　地域課　☎ 0948-23-2210　FAX 0948-23-2262

ご利用ください
点字 図書

「認知症サポーター」とは
　認知症を理解し、認知症の方やその家族を温かく見守り、支援する「応援者」です。認知症になっても
安心して暮らせるまちを目指し、認知症について正しく理解していただくための講座です。

認知症サポーター養成市民講座　お知らせ認知症サポーター養成市民講座　お知らせ

【講座内容】 認知症当事者の気持ち、今伝えたいこと
認知症を理解する（病気、症状など）
相談先、頼りになるところ

【日時・場所】６月19日（木）10：00-11：30　筑穂保健福祉総合センター
７月12日（土）10：00-11：30　穂波ふれあい会館
８月21日（木）10：00-11：30　庄内ハーモニー

【対象】 未就学児とその保護者、妊婦（飯塚市在住の方限定です）
【定員】 10組 【参加費】 100円

【対象】
【日時】

飯塚市内に在住または在勤、在学の方
7月5日（土）１0時～11時半

【場所】
【定員】

立岩交流センター
30人（定員になり次第締切）

【問い合わせ】飯塚市社会福祉協議会　田上　☎ 0948-23-2210

【申込・問合せ先】飯塚市社会福祉協議会　地域課　☎ 0948-23-2210

子育てサロン「おやっとこっと」遊びに来ませんか？

た がみ
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　「飯塚市」、「NPO法人いるか」、「飯塚市社会福祉協
議会」の3者が連携し、こどもの居場所づくりを推進し
ていきます。国からの助成事業や民間企業からの寄附
金積立を行い、積立
金を活用しながら持
続可能な事業を行っ
ていくものです。

「こどもの居場所づくり推進に
 関する連携協定」締結

ひきこもりの方が安心して出かけられる場所。 そのままの自分を受け入れてくれる場所。
そんな場所を目指しています。
ほっとする空間できままに過ごし、ここから色んなことをきままに始めてみませんか？

　去る令和７年４月１４日に、収集ボランティアから車椅子を本所へ１台、筑
穂支所に１台寄贈していただきました。収集ボランティアは、市民の皆様か
らお寄せいただいたプルタブの選別作業を行い、アルミを換金した収益で
福祉機器を購入し寄贈する活動をされています。
　プルタブをお寄せいただいた筑穂中学校の皆様、市民の皆様、収集ボラ
ンティアの皆様ありがとうござい
ました。
　なお、寄贈いただいた車椅子
は、飯塚市社協の福祉機器貸出
事業で活用させていただいてお
ります。
　今後とも市民の皆様のご協力
よろしくお願いいたします。

プルタブ収集ありがとうございました。

【日程】 毎月第２月曜日と第４金曜日 13：00～16：00（祝日、年末年始はお休み）
何時から来て、何時に帰ってもOK ※日程については変更になる場合があります。

【場所】 飯塚市社会福祉協議会穂波支所ふれあい会館２階ボランティア室
〒820-0071 飯塚市忠隈５２２-３ （飯塚市役所穂波支所の横)

　去る令和７年3月28日に、伊川温泉観光協会の小川
大介会長より「飯塚市の地域福祉活動にお役立てくだ
さい」とのお言葉をいただき、伊川温泉観光協会から
総額７1,429円の福
祉寄付をいただきま
した。地域福祉事業
の推進のために有意
義に活用させていた
だきます。

伊川温泉観光協会から福祉寄付

令和７年６月から開設
いいづか福祉まるごとサポート事業
（飯塚市重層的支援体制整備事業参加支援事業）
問い合わせ先：０９４８－５２－８１１０

LINEのお友達
追加はこちら

何をして過ごしてもOKだよ

使えます

無料

飲食可
持ち込み
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ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
市
民
の
皆
様
か
ら
飯
塚
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
、福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
し
て

香
典
返
し
等
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
家
族
の
ご
厚
志
に
沿
い
、
飯
塚
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
、

子
育
て
事
業
、
障
が
い
児
・
者
生
活
支
援

事
業
、
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
並
び
に
各

福
祉
団
体
の
活
動
助
成
金
な
ど
へ
大
切
な

財
源
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し

て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
ご
意
向
に
よ
り
、

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
◇
令
和
七
年
一
月
一
日
〜

　
　  

　
令
和
七
年
四
月
三
十
日
受
付
分

《
一
般
寄
付
》

幸
袋
地
区
社
協

◇
　
　
　
　
中
　
　
一
　
福
間
　
二
郎
様

《
香
典
寄
付
》

片
島
地
区
社
協

◇
一
万
円
　
片
島
本
町
　
木
下
　
康
子
様
　
（
故
　
　
保
様
）

菰
田
地
区
社
協

◇
二
万
円
　
昭

和

通
　
石
井
　
基
文
様
　
（
故
　
清
子
様
）

◇
　
　
　
　
鶴

三

緒
　
川
上
　
賢
行
様
　（
故
　
ツ
タ
子
様
）

飯
塚
東
地
区
社
協

◇
三
万
円
　
三

緒

浦
　
西
園
　
洋
介
様
　（
故
　
由
喜
子
様
）

鯰
田
地
区
社
協

◇
二
万
円
　
鯰
田
東
町
　
川
邉
　
敏
博
様
　（
故
　
ヒ
デ
子
様
）

二
瀬
地
区
社
協

◇
二
万
円
　
中

央

区
　
花
山
　
敏
江
様
　
（
故
　
秀
文
様
）

◇
三
万
円
　
中

央

区
　
花
山
　セ
ツ
子
様
　
（
故
　
　
弘
様
）

幸
袋
地
区
社
協

◇
　
　
　
　
幸
袋
西
町
　
藤
春
　
夏
子
様
　
（
故
　
敏
寿
様
）

鎮
西
地
区
社
協

◇
二
万
円
　
建

花

寺
　
野
見
山 

宇
宙
様
　
（
故
　
桂
子
様
）

平
恒
校
区
社
協

◇
　
　
　
　
平
　
　
恒
　
池
田
　
弘
栄
様
　
（
故
　
榮
子
様
）

◇
　
　
　
　
平
恒
本
町
　
松
尾
　久
仁
子
様
　
（
故
　
藤
利
様
）

椋
本
校
区
社
協

◇
　
　
　
　
太
郎
丸
一
区
　
小
谷
　
　
博
様
　（
故
　
ト
ミ
ヱ
様
）

◇
　
　
　
　
椿
　
　
　
　
信
田
　
和
代
様
　
（
故
　
重
十
様
）

◇
　
　
　
　
椿
　
　
　
　
和
田
　
祥
子
様
　（
故
　
ハ
ギ
ヱ
様
）

◇
　
　
　
　
弁
　
　
分
　
安
武
　
　
敦
様
　（
故
　
香
代
子
様
）

◇
　
　
　
　
天
　
　
道
　
安
部
　
宣
秀
様
　（
故
　
喜
志
子
様
）

若
菜
校
区
社
協

◇
　
　
　
　
小
正
三
区
　
野
村
　
鏡
子
様（
故 

小
鶴
ス
マ
子
様
）

筑
穂
地
区
社
協

◇
　
　
　
　
内
住
本
村
　
畠
中
　
澄
子
様
　
（
故
　
啓
二
様
）

◇

　
大
　
　
分
　
安
部
　
晴
治
様
　（
故
　
ハ
ル
ヱ
様
）

◇
　
　
　
　
大
　
　
分
　
梶
原
　
昌
之
様
　（
故
　
シ
モ
ノ
様
）

◇

　
片
　
　
山
　
瓜
生
　
伸
二
様
　
（
故
　
重
春
様
）

◇
一
万
円
　
筑
穂
元
吉
　
藤
中
　三
香
子
様
　
（
故
　
浩
幸
様
）

◇

　
筑
穂
栄
町
　
瀬
尾
　
恭
子
様
　
（
故
　
隆
生
様)

◇
　
　
　
　
筑
穂
栄
町
　
向
井
　惠
美
子
様
　
（
故
　
一
郎
様)

◇

　
北

古

賀
　
鍵
屋
　
朋
子
様
　
（
故
　
英
雄
様)

◇

　
平
　
　
塚
　
田
中
　
政
子
様
　
（
故
　
英
美
様)

◇

　
出

雲

東
　
久
保
山
紀
代
美
様
　
（
故
　
靖
夫
様)

◇

　
阿
　
　
恵
　
松
尾
　小
夜
子
様
　
（
故
　
角
夫
様)

◇
　
　
　
　
弥
　
　
山
　
吉
村
　
精
剛
様
　（
故
　
ハ
ツ
子
様
）

◇
　
　
　
　
三
　
　
町
　
竹
野
　
直
敏
様
　（
故
　
み
ち
よ
様
）

◇
　
　
　
　
上
　
　
揚
　
高
崎
　
秦
代
様
　
（
故
　
正
年
様)

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
田
　
誠
児
様
　（
故 

岩
下
福
市
様)

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
好
太
様
　（
故
　
フ
ク
ヨ
様
）

庄
内
地
区
社
協

◇
一
万
円
　
赤
　
　
坂
　
福
原
　
礼
子
様
　
（
故
　
　
強
様
）

頴
田
地
区
社
協

◇

　
石
　
　
丸
　
畠
中
　
裕
二
様
　（
故
　
ミ
ツ
エ
様
）

◇

　
鹿
毛
馬
中
　
安
藤
　
利
光
様
　（
故
　
サ
カ
ヱ
様
）

◇

　
東

佐

與
　
原
田
　
正
三
様
　（
故
　
ハ
ツ
キ
様
）

◇
　
　
　
　
上
勢
田
西
　
久
原
　
千
景
様
　
（
故
　
　
厚
様
）

◇
　
　
　
　
上
勢
田
西
　
白
土
　慧
美
子
様
　
（
故
　
信
博
様
）

7

事
業
所
へ
の
寄
付

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

地
域
へ
の
寄
付

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
二
万
円
　
徳
前
第
三
　
近
藤
　江
美
子
様
　
（
故
　
良
江
様
）

◇
訂
正
と
お
詫
び

前
号（
令
和
七
年
二
月
一
日
発
行
）に
於
い
て
、

次
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

　（
誤
）　
◇
筒
野
　
　
野
上
　
　
悦
子
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
故
）征
孝
様

　（
正
）　
◇
筒
野
　
　
野
見
山
　
悦
子
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
故
）征
孝
様
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心配ごと相談日（相談の受付時間は、いずれも午後1時～3時）

※飯塚本所（奇数月の第2金曜日）穂波支所（奇数月の第4火曜日）  庄内支所（奇数月の第3木曜日）  筑穂支所（偶数月の第1水曜日）  頴田支所（偶数月の第4木曜日）

◆飯塚本所
◆穂波支所
◆筑穂支所
◆庄内支所
◆頴田支所

飯塚本所 11日 12日
7月 8月 9月 10月

穂波支所 22日
17日

祝日で休み
庄内支所 18日

6日 1日
28日 23日

筑穂支所
頴田支所

☎0948-23-2210
☎0948-29-5520
☎0948-72-3085
☎0948-82-4736
☎0948-92-5855

　福祉施設・事業所や在宅等で提供される福祉サービスに関する苦情の解決を図る事業です。
対象者は、現在福祉サービスを利用している方やその家族の方、契約内容を把握されている方等です。
福祉サービス利用時の苦情について、事業所と話し合いで解決しない場合は、御相談ください。
相談は無料です。
※内容に応じて他の機関をご案内することがあります。

福祉サービス苦情解決事業

●介護支援専門員　●看護師　●保育士　●介護福祉士　●介護職員実務者研修修了者
●介護職員初任者研修修了者　（無資格者もご相談ください）

居宅介護支援事業所　地域包括支援センター　訪問介護事業所　通所介護事業所
障がい者・児デイサービス　特別養護老人ホーム

福岡県運営適正化委員会 事務局
☎092-915-3511

毎週月曜～金曜　9時～17時
（※祝日及び年末年始を除く）

飯塚市社協　介護保険課　職員募集

登録ヘルパー　大募集

「福岡県介護に関する入門的研修」が開催されます。

詳細については、飯塚市社会福祉協議会ホームページまたは下記に直接お問い合わせください。
飯塚市社会福祉協議会　介護保険課　担当（多田）　☎0948-43-3602

お気軽にお問い合わせください

★私たちと一緒に働きませんか～　下記職種を募集しています★

た だ

問い合わせ先

○日　時 【Ａ日程】
　　　　 【B日程】

９月６日（土）、１４日（日）、２０日（土）、２８日（日）、１０月５日（日）
1０月２日（木）、９日（木）、１６日（木）、２３日（木）、３０日（木）

○会　場 【Ａ日程】
　　　　 【B日程】

なかまハーモニーホール（中間市蓮花寺３-７-１）
飯塚研究開発センター（飯塚市川津６８０-４１）

○内　容
○対　象
○参加費
○問い合わせ
○ＨＰアドレス

介護に関する基本的な知識
介護未経験者の方（定員50名・先着順）
無料
　　福岡県社会福祉協議会  福祉人材センター　☎ ０９２（５８４）３３１０
 　 https://www.fuku-shakyo.jp/jinzai/

開始時間：１０時～ ※終了時間は日程によって異なります。

申込フォーム

入門的研修概要


